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全

血
:盲

狭
色

褐
1/
Z

9世
牽
己

Mヽ
A

V-
1-
1

砂
レ
キ

2

6り
て f

、
民

貯
mm
以

卜
の

体
ヨ
`:
回

弘
ヨ

コ
ナ

デ
席

部
猟

面
:同

簾
糸

初
b

全
面

:青
灰

色
約

1/
3

υ
tし

イ己

一
b

jヽ
一

う
T/
NA

V-
1-
2

暗
灰

粘
¬

底
部

か
ら
外
恨

し
て
、

巨
緑

的
に

立
ち
上

が
る
。

や
や
器
壁

が
厚

い
小

艮
体

部
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
底

部
外

面
:回

転
糸

切
り

肉
面
席
部

:同
醇
ョ
コ
チ
デ
絡
、ス

†
方
向
ナ
デ

釜
血

:険
火

色
約

7/
10

91
営

不己

-6
3R
―

41
NA

V-
1-
1

西
細
砂

¬
底
部

か
ら
外
傾

し
て
、

直
線

的
に

立
ち
上

が
る
。
端
部

は
や
や
外
反

や
や

小
艮

騒
(l
 n
ln
以

卜
の

右
央

。

粒
・

赤
色

粒
を

多
く
含

む
体
部

:回
転

ヨ
ヨ
ナ
デ

底
部

外
面

:回
転
糸
切

り
肉
面

席
黙

:同
鮮

ョ
コ
+デ

終
、
ス

宰
方

向
ナ

デ

(v
Z/
3

91
堂

率己

テI
t一

hA
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

12
2

¬
立

ち
上

が
る
。
端
部

は
や

や
外
反

晋
通

や
や

裡
(1
 5
mm
以

卜
の

黒
色

粒
を

含
む

)

杯
J`
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
底

部
外

面
:回

転
糸

切
り

内
而
廣
部

:回
転
ヨ
コ
ナ
デ
後
、不

定
方
向
ナ
デ

釜
血

:淡
k色

は
ぼ

元
形

9世
紀

14
SA

V-
1-
1

砂
レ
キ

2
¬

ほ
ヨ
も か

ら
外
恨

し
て
、

直
線

門
に

立
ち
上

が
る
。
端
部

は
や

や
外
反

や
や

小
艮

密
(l
 m
m以

卜
の
右
英
・

士
粒
・

赤
色
粒

を
僅

か
含

む
)

本
部

:回
転

ヨ
コ
ナ

デ
直
部

外
面

:回
転

糸
切

り
全

面
:淡

灰
色

円
Z/
も

蔑
部

は
ほ
ぼ
残

症

tJ
」
ビ
糸己

琳
A

砂
レ
キ

3

1も
b

¬
医
部

か
ら
外

傾
し
て

、
直

線
門

に

立
ち
上

が
る
。

や
や

浅
い

普
週

に
合

む
)

器
部

:回
弘

ヨ
コ
ナ

デ

嵐
部

外
面

:回
転

糸
切

り
勺
面
底
部

:回
転
ヨ
コ
ナ
デ
後
、不

定
方
向
ナ
デ

71
・
回

:険
栂

狭
巴

・
黒

灰
聖

内
面

:褐
灰
色

伺
1/
8

9J
三
不己

一
]

JH
-l
b

鵬
A

捗
レ

キ
2

lZ
 U

¬
ほ
部

か
ら
外

lt
Rし

て
、

巨
緑

円
に

立
ち
上

が
る
。

や
や

浅
い

艮
好

・
長

石
を

ヽ

デ 捌

ナ 糸
コ 幹

ヨ 同
転 ‥

回 百
‥ 入

部 駅
広̈ Ｌ に

釜
回

:険
言

狭
也

的
1/
3

9t
」
率己

―
H

AR
―

膝
A

V-
1-
1

細
砂

底
部

か
ら
大

き
く
外
恨

し
て
、

直
線

的
に
立

ち
上

が
る
。

や
や
浅

い
艮

好
否

(ユ
mm
以

卜
の

右
央
・

長
右

を
含

む
ジ

体
部

:回
転

ヨ
ヨ
ナ

デ

底
部

外
面

:静
止

糸
切

り
肉
面
席
部

:同
毎
ョ
コ
ナ
デ
絡
、ス

†
方
向
ナ
デ

釜
血

:淡
褐

灰
色

岡
3/
b

91
堂

率己
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器
観
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代
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中
世
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器
観
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表
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Ｉ Ｉ Ｐ 伽 ト ー ー

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
回

cl
n)

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
ム ロ

土
調

整
色

調
残

存
度

備
考

)4
凶

~■
Z

14
NA

砂
レ
キ
A

4
底

部
か

ら
外

傾
し
て

、
回

禄
的

に

立
ち
上

が
る
。

端
部

は
や

や
外

反
十

ス

晋
通

省
(l
 m
m以

ド
の

ね
ス

・
長

41
°

亦
L

粒
を
含

む
)

体
部

:回
転

ヨ
コ

ナ
デ

底
部

外
面

:回
転

糸
切

り
肉
而
庫
部

:厨
録
ョ
コ
ナ
デ
袴
、ス

市
方
向
ナ
デ

釜
血

:淡
次

色
御
1/
b

9 
tt
tE

14
NA

砂
レ

キ
2

氏
笥

'力

うゝ
ハ

ス
ト
ハ

ス
し

て
、

回
緑

的
に

豆
諫

肘
わ

る
祉

廟
十

ス
や

や
/f
h良

a(
l 
mm
tt
「

の
4E
l只

°
長

櫛
・

患
L

貯
歩

や
や

夕
で

合
か

う

デ 初

ナ 糸
コ 醇

ヨ 同
私 ‥

回 面
‥ 入

部 獣
床 存

釜
画

:淡
炊

色
御

1/
9世

紀

-1
4

琳
A

ほ
ヨ
∫ か

ら
外
使

し
て
、

直
線

嘲
に

立
ち
上

が
る
。

底
部
端

が
丸

い
や

や
小

艮
密

(l
 m
m以

卜
の
長

右
・

黒
色

柾
を
怪

か
に
含

む
)

体
部

:回
転

ヨ
コ
ナ

デ
底

部
外

面
:回

転
糸

切
り

肉
面
席
部

:日
採
ョ
ョ
ナ
デ
袴
、ス

宰
方
向
ナ
デ

全
山

:萌
火

色
・

褐
次

色
御

1/
4

9世
糸
己

F4
hA

南
砂

レ
キ

1
医
部

か
ら
外

イ頃
し
て
、

但
か

に
あ

支
し
な

が
ら
立

ち
上

が
る

や
や

小
捩

密
(l
 m
m以

卜
の

長
右

・
黒

巳
fl
l・

方

色
粒

を
ご

く
僅

か
に
合

む
)

漆
乱
`:
回

転
ヨ

ヨ
ナ

デ
瞑
部

外
面

:回
転

糸
切

り
内
而
廣
剤

:岡
録
ョ
ョ
ナ
デ
後
、禾

宇
方
向
ナ
デ

釜
画
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褐

狭
笹

で
y上
/Z

9世
紀
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V-
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2

砂
レ
キ

2

4
瓜
部

か
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外

イ唄
し
て
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か

に
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が
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立

ち
上

が
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底
部
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詢
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起

盃
(l
mm
以
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の

る
天
・

長
右

を
含

む
)

応
ヨ
`:
回

監
ヨ

コ
ナ

デ
瞑
部

外
面

:回
転

糸
切

り
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而
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転
ョ
コ
ナ
デ
後
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定
方
向
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釜
回
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褐

狭
色

衡
3/
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9世
紀
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7

し
ヽ
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3
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4-
ユ
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レ
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A
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ゝ
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に
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菫
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tヒ
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ハ

ス
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通
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 m
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卜
の
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央
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右
・
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貯
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ど
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御
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1
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∫ か

ら
外

lL
Rし

て
、

巳
線
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に
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上

が
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畏
貯
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(l
 m
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卜
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右
英
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長
右
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含

む
)
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ヨ
`:
回

弘
ヨ

コ
ナ

デ
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部

外
面
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転
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切
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Fk
部
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転
ヨ
コ
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デ
後
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方
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デ
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狭
色
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褐

色
昭
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御

約
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10
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紀

禾
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紀

―
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;U
一
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4-

や
や

円
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気
味
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ユ
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が
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。

底
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台
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角
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呈

す
貝
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匿
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mm
以

卜
の
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央
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右

を
含

む
ケ

答
封
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回
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ヨ
ナ

デ

底
部

外
面

:糸
切

り
後
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デ
?
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面
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ョ
コ
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傍
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宰
方

向
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デ
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灰
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面
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紫
褐

色
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9世
紀
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縁

端
部
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恒

か
に
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す
る

や
や

/f
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 m
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部
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転
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面
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縁
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狭
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1/
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レ
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戦 期 期 報

鰤 献 帥 艦
皿 秘 京 Ｔ日

艮
好

壁
懃

椒
省

く
∪
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の
長
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・

患
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租
仕

僅
か

に
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む
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杯
樹
も
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
外
・

断
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狭

色
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面
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緑

灰
色
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1/
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黒
笹
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号

窯
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ヤ
ど

―
賓

V-
4-
3
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キ
△

11
1

艮
貯

堅
椒

雷
(l
 n
m以

卜
の
長

る
等

を
僅

か
に
含

ユ
,う

痛
旦 一

て

キ 当
夕 支

夕 減
行 射

半 描
画 面

外 内
釜
lB
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色
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皿
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1

苗
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卜
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エ

1砥
凱
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太

付
折

で
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栢
く

開
い

て
、

瑞
』

る
ハ

扁
平

な
暴

帝
艮

好
箇

(∪
bn
m以

卜
の

右
央
・

長
右

を
但

つ
ら

に
合

む
う

体
部

:回
硫

ヨ
コ

ナ
デ

に
駅

外
面

:同
採

糸
初

め
也

狭 缶
言 灰

惜 陪
Ш 而

朴 内
約

3/
10

υ
ど

希じ
本

～
1∪
口

4じ

LL
V―

上
-1

砂
レ
キ

2

医
部

か
ら
大

き
く
開

い
て

、
端

』
`

付
近

で
外

傾
す

る
。

扁
平

な
器

形
艮

好
や

や
杜

(l
 m
m柱

度
の

右
央

。
長

右
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

体
部

!回
転

ヨ
ヨ
ナ

デ
底

部
外

面
:回

転
糸

切
り

肉
而
廣
部

:同
様
ョ
ヨ
ナ
デ
後
、示

†
方
向
ナ
デ

恥
向

:淡
火

色
内
面

:淡
褐

灰
色

何
1/
4

V世
紀

木
～

1∪
ど

紀
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―

皿
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1

砂
レ
キ
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刊
`か

ら
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き
く

開
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て
、

端
』
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付
近
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外
傾

す
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平

な
器
形
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起

密
(l
 m
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の

右
天
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長
右

を
含

む
′

t本
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監

ヨ
コ
ナ

デ
底

部
外

面
:回

転
糸

切
り

内
而
廣
部
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ョ
コ
ナ
デ
後
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庁
方
向
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デ
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狭
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面
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1/
5

υ
ど
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1
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縁

端
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す
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貯
衝

(1
■
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卜
の
右

夷
・

長
る

を
但

か
に
含

む
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不
部

:回
転

ヨ
コ

ナ
デ

衷
部
外
面

:回
転
糸
切

り
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底
部

:同
転
ヨ
コ
ナ
デ
後
、添

定
方
向
ナ
デ

表
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狭
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面
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色

匈
1/
4

ツ
ロ

4じ
木

～
lυ

口
値

HA
―
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キ
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縁
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部
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す
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否
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卜
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右
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む
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切
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画
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国
縁

端
樹
∫
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す
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マ
小

長
密

(l
 m
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卜
の
右

央
。
長

右
・

黒
笹

粒
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く
含

む
)

胚
部
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転

ヨ
コ

ナ
デ

勺
面

底
部
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転
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コ
ナ

デ
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方

向
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デ
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狭
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ツ
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縁
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追
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 m
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卜
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右
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む
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齢

:回
転

ヨ
コ
ナ
デ

底
部

外
面
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に
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夕 文 よ

状 円 に

子 心 依

格 同 原

面 面
外 内

器
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褐
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縁
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底
部

:不
定

方
向

ナ
デ

店
配

外
面

:同
鞣

糸
切

り

画 面 面

表 新 新

種
僑

色

淡
褐

色
～

淡
赤

淡
悟

角

旬
1/

8世
紀

禾
～

9世
紀

稜

JA
Ь

一
琳 +自

而
塞

V-
1-
1

膀
1、

1フ
羊

9
口

縁
fよ

ほ
封

`
的

,r
寺

ス
ト

らゝ
夕
側
LR
し

、
巳

裸
るゞ

ハ
内

而
赤

彩
普

起
密

(0
 5
mm
以

卜
の
右

央
・
長

右
を

僅
か

に
合

む
う

床
部

!回
監

ヨ
コ

ナ
デ

回 而
邪 内

僑
也

赤
褐

角

回
縁

ヨ
`

衡
1/
1∩

も
世

冷
じ
木

～
V口

希
じ
例

腕 十
師

驀

V-
4-
1

弥
iフ

エ
△

口
縁

は
ほ

爵
61

m′
,寺

ス
ト

らゝ
外

似
し

、
直

線
スゞ

長
射

密
(1
 5
mm
以

下
の

石
英

。
長

る
を

含
む

)
応

部
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
存

部
外

耐
同

録
糸

切
り

表
画

:淡
褐

包
元

形
9世

偲
後

半

例 土
師
器

口
縁

は

'氏

ヨ
`か

ら
外

似
し
、

直
線

的
に
立

ち
上

が
る
。

長
野

笞
(l
mm
以

卜
の

右
央

。
長

右
寺

を
言

む
リ

口
縁

司
生

回
転

ヨ
コ
ナ

デ
内
面

底
部

:不
定

方
向

ナ
デ

底
認

外
耐

同
環

糸
切

り

琳
向

:淡
火

褐
色

均
面

!淡
掲

色
lF
r言

 
態

経
ナ
鳳
名

`よ

′よ
)毛

形
9世

紀
後

半



第
11
8表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・

古
代

～
中
世

土
師

器
観

察
表

(2
)

― ｌ μ 伽 枷 ― ―

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸

 
渋

cm
)

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
土

調
整

色
調

残
存

度
備

考
□

径
器

高
腰

35
凶

-5
」
AC
―

F/
fN
A■

V-
4-
1

磁
匪

業
B林

口
縁

は
ほ

部
か

ら
外

lL
Rし

、
回
褥

掏
に
立

ち
卜
が

る
^

艮
好

笛
(O
 b
nm
以

卜
の

右
央

。
長

る
寺

を
多

ど
今

か
ヽ

応
罰
賛

回
転

ヨ
コ
ナ

デ
蒔
獣

猟
面

:同
簾

糸
t7
1b

表
回

:嗜
FE

lh
面

:膳
雰

色 色
約

1/
3

9世
紀

後
半

F/
ヽ
A■

V-
4-
1

砂
レ
キ
A

口
稼

は
ほ

部
か

ら
外

1唄
し
、
E簡

的
′r
ヾ
イ
ス

ト
あゞ

ス
罠

好
匿

(l
 H
m以

卜
の

る
央

・
長

右
。
盆

雲
辟

笙
歩

合
′

,尚

膵
部

:
回

転
ヨ

コ
ナ

デ
廣
祁

外
耐

同
転

糸
切

り
全

画
:淡

火
褐

色
約
3/
5

9世
凪

後
半

」
Aじ

-0
宛

砂
レ
キ

2

口
縁

は
底

ヨ
`か

ら
外

傾
し
、 
E緑

的
に
立

ち
上

が
る
。

旨
追

や
や

枇
く
l 
mm
柱

反
の

右
央

・
長

ね
°

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

口
縁

罰
`:
回

監
ヨ

コ
ナ

デ

内
面

底
部

:不
定

方
向

ナ
デ

店
剤

外
而

:同
祭

糸
切

り

外
国

:淡
狭

掲
色

内
面

:淡
褐
色

断
面

!格
灰
色

～
茶
褐

色

約
1/
Z

9世
紀

後
半

-8
JA
D-
1

宛
V-
4-
1

砂
レ

キ
A

口
縁

が
僅

か
に
外

反
気

味
と
な

る
貝

好
笛

(l
 m
m以

卜
の

右
央

。
長

ね
を

言
ご

フ
体

ヨ
`:
回

転
ヨ

コ
ナ

デ
陣

獣
駅

面
:同

簾
率

切
め

外
国

:険
内

m‐
:沐

|

色 角
冠

形
9世

紀
後

半

苑
V-
4-
1

砂
レ
キ
A

口
縁

が
僅

か
に

外
反

気
味

と
な

る
長

貯
語

(l
 m
m以

卜
の
右

央
・

長
右
・

赤
笹

貯
笙

歩
合

す
|ヽ

不
』
`:
回

転
ヨ

コ
ナ

デ

直
部

外
面

:同
壕

糸
切

り
血 而

外 内
淡

貢
火

褐
色

湊
灰

褐
色

茫
形

9世
紀

後
半

一
上

(
FA
D―

死
V-
4-
]

秒
レ

キ
A

口
縁

が
僅

か
に
外

反
気

II
Xと

な
る

艮
好

密
(l
 n
ln
以

下
の
石

英
・

長
石

等
を
含

オ
,ヽ

本
部

:回
転

ヨ
ヨ

ナ
デ

諄
tR
●

lt
t 
m諄

玖
Ir
mゐ

表
□

:淡
僑

色
冠

形
U世

紀
後

半

魔
V-
4-
1

陪
灰

シ
ル

ト
□

縁
が

僅
か

に
外

反
気

味
と

な
る

民
好

厨
(2
 n
ln
以

卜
の

る
央

。
長

右
・
0雲

母
笠

歩
合

才
|→

本
部

:回
転

ヨ
コ
ナ

デ
荏
部

外
耐

同
転

糸
切

り
表

向
:淡

褐
色

ほ
ぼ
完

形
9世

紀
後

半

―
ユ

,A
つ

~
厠

覇
砂

レ
キ

b
73

口
縁

が
恒

か
に

外
反

気
味

と
な

る
艮

好
省

(l
 m
m以

卜
9_
l右

央
・

長
ね

°
黒

聖
貯

。
表

缶
対

歩
合

か
あ

添
部

:凶
私

ヨ
コ

ナ
デ

存
部

択
面

:同
採

糸
切

n
待

巳 楊
伯 渉

狭 ‥
波 而

断
団 ・

ハ 内
御
1/
3

υ
世

紀
俊

キ

」
AE
-1

麗
V-
4-
1

砂
レ
キ
A

11
毬

コ
縁

は
ほ

Hq
6ヵ

リゝ
ク 牛

4唄
し
、

1旦
裸

均
に
立

ち
上

が
る
。

や
や
浅

い
晋

通
η

く
∪
om
m以

卜
り

41
央

°
長

ね
管

宮
t」

ノ
体
部

:回
転

ヨ
コ
ナ
デ

底
部
外

面
:回

転
糸
切

り
外

血
:淡

褐
狭

色
内
・

断
面

:淡
褐

色
的
1/
3

9世
紀

後
半

鹿
V一

l-
1

砂
レ
キ

2

12
1

b4
口
膨
翻
よ
底
司
コ
】
う
グ
ト1

唄
し
、

マ
γ

内
彎
気

味
に
立

ち
上

が
る
。

や
や

浅
ヽヽ

や
や

不
艮

や
や

社
(l
 m
m以

卜
の
右

央
・

長
ね

°

黒
色

粒
。
赤

色
粒

を
多

く
含

む
)

体
部

:
回

転
ヨ
コ
ナ
デ

内
面
底
部

:不
定
方

向
ナ
デ

陣
ネ

猟
面

:同
簾

糸
切

b

色 色 缶

褐 褐 梧

桃 茶 灰

暗 淡 渉

画 面 而

外 内 新

衡
1/
6

9世
紀

後
半

腕
V-
4-
3

砂
レ
キ
A

1
回 庁

区
′ 氏

洵
コ

ゝ
リ

グ
ト
lL
Rし

、
笠

幹
や

あ
lゝ‐

凧
眩

十
ス

旨
通

旨
通

(1
 5
mm
以

卜
の
る

央
。 長

右
・

カ
静
狩

等
を

や
や

多
く
含

む
)

デ 切
ナ 糸

ヨ 係
ヨ 同

転 ‥

回 面
‥ 外

部 認
膠 荏

外
山

:に
ぶ

い
褐

色
肉
・

肝
面

:に
ぶ

い
脇

御
御

4
9世

率E
後

半

-1
JA
じ

一
Z

魔

南
細

砂

口
縁

は

'医

部
か

ら
外

恨
し
、

全
体

に
緩

や
か

に
外

反
す

る
。

底
部

端
,十
七

1、

風
好

傲
密

く
l 
ml
n以

卜
の

長
右

・
亦

巳
租

を

陸
か

に
合

む
)

膝
ヨ
`:
回

監
ヨ

コ
ナ

デ

内
面

底
部

:不
定

方
向

ナ
デ

ぼ
部

外
耐

同
祭

糸
切

り

釜
回

:淡
栂

色
衡

1/
4

9世
紀

後
半

-1
7

JA
S―

c-
1

局
合
付
捩
V-
1-
Z

高
台

は
椀

の
外

画
と
一

体
化

し
て

い
る

旨
遍

驚
(1
■

m以
卜
の
右

央
・

長
れ
・

黒
聖

位
。
赤

色
粒

を
僅

か
に
含

む
)

応
部

:回
転

ヨ
コ
ナ

デ
内
面

底
部

:不
定

方
向

ナ
デ

陣
部

外
面

:ナ
デ

全
国

:会
衡

巴
畷

封
`の

み
9 
tL
不
己

JA
R―

h-
1

局
台
付
栃
V-
1-
1

砂
レ
キ

2

再
台
端

部
は
丸

く
、

器
壁

は
薄

い
杯
部

内
面

と
高

台
外
面

に
は
赤
彩

み
協

士

晋
追

観
省

(υ
 
δ
mm
以

「
t/
1長

4E
・

亦
出

TI
Iを

陸
か

に
含

む
)

体
部

:ヨ
コ

ナ
デ

内
面

底
部

:ナ
デ

序
部

外
面

:同
録

ョ
コ

ナ
デ

外
・

助
回

:淡
褐

色

内
面

:暗
橙
褐
色

鼠
含

司
も

約
1/
5

9世
紀

JA
F-
1

椀
V-
4-
1

少
レ
キ
A

口
縁

は
一
端
、

内
彎
気

味
に
外

lt
F

し
、

回
縁
端
部

で
外
反

す
る

艮
好

椒
省

(υ
 D
mm
tt
「

の
4E
央

・
長

4E
・

笠

雲
母
等

を
含

む
)

体
部

:回
転

ヨ
コ
ナ

デ
内
面
底
部

:不
定

方
向

ナ
デ

膊
部

猟
面

:枢
チ

デ

全
la
l:
淡

褐
色

約
1/
3

9世
紀

後
～

10
世

紀
厠

JA
Ⅲ

一
椀

V-
1-
1

砂
レ
キ

2

□
縁

部
は

極
め

て
桟

や
か

に
円

彎

す
る

罠
好

以 ♭
嗣 む

１ 含
く に

衝 か
卜
の

長
る

。
赤

色
柾

を
僅

体
部

:
回

転
ヨ

コ
ナ

デ

内
面

底
部

:不
定

方
向

ナ
デ

廣
部

外
而

:キ
旨
ナ

デ
卿 脚 脚

画 面 面

朴 殉 肝

・
淡

赤
褐

色
約

1/
6

9世
不E
後

～
10
世

紀
Rl

距
V-
4-
1

砂
レ
キ
A

1
四

膨
て
は

,氏
劇

嘲
ゝ
う

ク
ト
1映

し
、

「 旦
秘

的
に
立

ち
上

が
る
。

艮
貯

否
(0
 5
mm
以

卜
の
右

英
。
長

る
。 金

雲
母
等

を
多

く
含

む
)

体
』
61
回

転
ヨ

コ
ナ

デ

内
面

底
部

:不
定

方
向

ナ
デ

底
部

外
而

:指
ナ

デ

面 ・

外 内
:淡

茶
褐

色
断

面
:淡

褐
色

御
1/
4

υ
世

紀
俊

～
lU
ど

IE
l日

可

JA
Ⅲ
-`4

開

南
砂

レ
キ

lt
3 
U

1
口
縁

は
ほ

濁
`か

ら
外

恨
し
、 

直
線

的
に
立

ち
上

が
る
。

底
部

端
は
丸

tヽ

普
週

普
起

(l
 n
ln
j/
k卜

の
右

央
°
長

ね
°
万

色
粒
・

黒
色
粒

を
多

く
含

む
)

「 グ
ナ

デ 白 円

ナ 方 デ

コ 定 ナ

ヨ 不 指

弘 ‥ ‥

凶 部 而

‥ 底 外

部 面 絡

体 内 底

釜
団

:倹
次

僑
巳

御
1/
t

υ
世

紀
俊

～
1∪

世
紀

則

―
Zt

JA
Ⅲ

一`
c-
1

阿

砂
レ

キ
A

器
壁

が
薄

ヽ
艮

射
省

く
∪
bm
m以

卜
の

右
央

・
長

右
・

亦
聖

貯
本

全
か

ヽ
膝

部
:
ヨ

コ
ナ

デ
言

獣
駅

面
 

へ
与

れ
ぬ

幽 而
浅

狭
僑

也
渉

未
格

仲

医
濁
`(
JX
/2

υ
I「

4E
仮

～
1∪

Щ
IE
 B
W

」
A蜆

―
鹿

V-
4-

倍
序

粘
口
縁

は
大

き
く
外

傾
す

る
や

や
艮

好
衝

(0
 5
mm
以

卜
の

る
央

。
長

る
。
亦

巴
貯

み
合

才
|ヽ

隊
部

:ヨ
コ

ナ
デ

釜
血

:に
ぶ

い
淡

褐
色

邸
部

約
1/
4

10
tし

不己

―
Z0

JA
民

一
島
含

付
覇

砂
レ
キ

2

医
ヨ
`に

断
血
三

角
形

の
局

含
が

何
く

長
野

や
や
粗

(l
 m
m程

度
の
る
天

。
長

右
黒
色
粒

。
金
雲
母

を
や
や
多

く
含

む
)

添
ヨ
`:
回

私
ヨ

コ
ナ

デ

為
面

底
部

:不
定

方
向

ナ
デ

蝋
而

底
銘

:調
啓

禾
明

団 面 面

外 内 肝

倹
僑

巴

淡
赤

褐
色

沐
擢 「

御

騒
部

ほ
は

元
形

10
世

紀

―
Z℃

チA
T-
1

島
含
付
覇

砂
レ

キ
タ

16
C

屡群
蟹μ
召履
昂翠

忠雀
泉
だ 財

晋
運

節
(1
 5
mm
以

卜
の

右
央

。
長

る
。
亦

巳
附

れ
る

る
密

ぞ
合

す
|ヽ

膵
ヨ
`:
回

転
ヨ

コ
ナ

デ
釜

回
:種

禍
色

御
1/
6

lU
●

静
己

魔
V-
1-
1

東
砂

レ
キ

14
4

ほ
剖
`は

僅
か

に
Lげ

ナ氏
と
ば

り
、

回
縁
部

は
僅

か
に
内
彎

す
る

や
や

不
員

や
や
杜

(l
 m
m桂

度
の
る

央
。
長

右
・

黒
色

粒
を

や
や

多
く
含

む
)

体
部

:回
転

ヨ
ヨ
ナ
デ

内
面

底
部

!不
定
方

向
ナ
デ

席
郎

猟
面

:詔
尊

ス
田

全
画

:淡
余

褐
色

御
1/

10
廻
竺
不
E

El
l

V-
1-
2

暗
灰
砂

□
稼

淵
`は

彼
や

か
に

外
反

す
る

艮
好

や
や
tU
(l
 m
m桂

度
の
右
央
・

長
ね

。

黒
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

デ
ナ ｂ

デ 向 切

ナ 方 率

コ 定 洋

ヨ 不 静

転 ‥ ‥

回 部 面
底 猟

部 面 部

体 内 席

画 面 面

外 内 希

曙
火

色
暗

褐
灰

色
溢

穆
灰

俸

御
1/
6

10
t些

イ己
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第
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9表

・
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・

古
代

～
中
世

土
師

器
観

察
表

(3
)

第
12
0表

・
西

川
津
遺
跡
V区

出
土

。
中
近

世
陶
磁

器
観

察
表

(1
)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
形

態
文

様
の

特
徴

焼
成

土
調

整
色

調
残

存
度

備
考

□

うb
凶

~Z
ヽ

皿
V-
4-
3

沙
レ
キ
A

口
稼

部
は

僅
か

に
困

宵
し

な
力ゞ

ら

寸
ち

卜
が

め
、

十荏
銘

峠
1■

詢
い

や
や

艮
射

徴
径

(0
5m
以

卜
の

右
央

。
長

/1
1・

万
的

*立
を
合

む
)

部 縄
添 店

ヨ
コ

ナ
デ

ヘ
ラ
切

り
後

、
ナ

デ
色 色

褐 褐
橙 赤

淡 淡
画 面

表 新
御

1/
4

10
世

紀

一
執

,A
U一

g-
1

黒
也
土
ホ
覇

砂
レ
キ

2

高
台

は
断

山
三

角
形

状
で

局
ヽ

民
好

笛
(U
 b
nl
lj
/k
卜

の
右

央
。
長

ね
。
黒

世

位
を
僅

か
に
合

む
)

体
部

!回
転

ヨ
コ
ナ

デ

杯
部

内
面

:放
射

状
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
に

部
猟

耐
同

録
糸

切
り

外
・

助
回

:険
僑

也

内
面

:黒
褐
色

ほ
部

冗
形

10
世

紀
後

～
■

世
紀

-3
1

「
AH
―

g-
1

黒
也
il
s輌

V-
4-
3

絡
レ

キ
R

口
縁

は
や

や
内

彎
気

味
で

あ
る

晋
通

マ
マ
TB
(1
つ

n 
ln
以

け
の
41
ス

・
長

勾
・

業
名

蛉
ル

お
お

宏
で

全
か

尚
口

縁
ヨ
佑

ヨ
コ

ナ
デ

御
協

色 渉
褐 ‥

黒 面
‥ 断

画 ・

外 内
口
縁
部
約

1/
8

10
世

不
己
後

～
11
世

紀

局
含

4可
軌

V-
4-
3

妙
レ
キ
A

ヽ っ

く 持
島 冷

は 面
台 問

局 る
端

司
も
に

は
困

4唄
す

や
や

艮
射

厨
(l
 m
m以

卜
の
右

夷
・

長
る

。
赤

笹
貯

を
博

か
に
合

む
)

局
含

部
:ヨ

コ
ナ

デ
全

血
:淡

褐
色

局
含

部
約

1/
3

11
型

J語
じ

-3
t

チA
V-
1

砂
レ
キ

2

高
台

は
高

く
、

外
償
」
に

踏
ん

張
る

罠
好

笛
(l
 m
m以

卜
の

右
央

。
長

ね
°
亦

聖

舷
・

黒
色
粒

を
僅

か
に
含

む
)

体
ヨ
`:
回

転
ヨ

コ
ナ

デ

内
面

底
部

:不
定

方
向

ナ
デ

藤
部

猟
面

:同
麟

糸
切

b

表
回

:淡
種

衡
也

断
面

:淡
褐
灰
色

医
部

冗
形

1l
J生

不己

-3
4

丁 A
V一

Z
V-
4-
3

bレ
キ
R

3
高

台
は

高
く

、
器

壁
も

大
変

薄
ヽ

や
や

艮
野

4(
l 
mm
以

「
t/
14
1只

°
長

4E
・

ハ
世

子
か

今
か

あ
全

面
:ヨ

コ
ナ

デ
表

画
:淡

明
種

褐
色

晰
面

:渉
拐

御
高

台
部

冗
形

11
世

紀

開
V-
1-
1

南
砂

レ
キ

口
|レ
て
tよ

'氏

劇ゝ
力ゝ

リ
グ
トl

LR
し

、 
1望

〃
に

内
彎

し
な
が

ら
伸

び
る
、

底
剤

辮
は
詢

,い

晋
通

否
(砂

粒
は

ほ
と

ん
ど

含
ま

rd
‐
ャ

杯
』
6:
回

転
ヨ
コ
ナ
デ

底
部

外
面

:回
転

糸
切

り
色 色

褐 褐 角

茶 茶 楊

淡 黒 渉

画 面 面

朴 為 肝

約
Z/
3

lZ
氾

ビ
糸
tl
-1
3t
ビ

糸
己

腕
V-
1-
1

東
細
砂

□
穆
癸
は
ほ

』
`か

ら
外

1唄
し
、

に
内
彎

し
な

が
ら
伸

び
る
。

泄
獣
rは

A庁
十

ス

か 縁
僅 口

普
通

密
(l
 m
m以

卜
の
右

天
。
長

る
。
黒

笹
粒
・

赤
色

粒
・

褐
色

粒
を
多

く
含

む
)

体
部

:回
転

ヨ
コ

ナ
デ

内
面

底
部

:示
定

方
向

ナ
デ

廣
部

外
而

:同
転

糸
切

り

釜
血

:淡
貢

褐
色

約
1/
3

ZT
「

傘
じ
~"
Щ

不
巳

臣
状

島
亡
V-
4-
3

砂
レ
キ
Z

1
砥

酎
`は

甲
実

や
や
小

艮
や
や
密

(0
 5
mm
以

卜
の
右
英
・

長
る
・

赤
色
粒

を
含

む
)

朴
血

:回
4A
rヨ

コ
ナ

デ

勺
面
回
転

ヨ
コ
ナ
デ
後
、不

定
方

向
ナ
デ

妄
部

外
而

:回
転

糸
切

り

表
回

:演
褐

也
XJ
T面

!黒
褐
色

氏
ヨ
笏
こ
形

lZ
型

」
不
己
-1
3廻

ビ
糸
じ

~t
jせ

J 
Al
―

e―
臣
猿

局
=

南
砂

レ
キ

医
部

は
中

冥
や

や
小

艮
や
や
粗

(l
 m
m程

度
の
る
天
・

長
右
・

黒
色
粒
・

赤
色
粒

を
や
や
多

く
含

む
)

４ ア
ナ リ

デ 向 切

ナ 方 糸

コ 定 環

ヨ 不 同

私 ‥ ‥

回 部 面

‥ 底 入

部 面 認

膝 均 荏

回 面 雨

表 断 茂

我
余
掲

巴
淡
橙
褐

色
灰
褐

色

医
部

冗
形

ツ
tt
tE
l-
13
主

ビ
希己

―
も
し
JA
∪

~Z
LL

萄
め

レ
キ

ほ
部

は
中
冥

や
や

長
好

徴
密

(砂
粒

を
ほ

と
ん

ど
含

ま
な

モ
膝

部
:回

転
ヨ

コ
ナ

デ
存

部
猟

面
:同

録
糸

切
め

/卜
・

即
イ

肉
而

:

:淡
僑

色
濯

缶
的
1/
5

12
」
ヒ
率t
l-
13
」

L不
El

」
A∪

―
皿

V―
Z―

Z
い
型

で
扁
平

な
個

体
艮

好
や

や
杜

(1
 5
mm
程

度
の

右
央

。
長

右
・

里
缶

締
・

未
御

締
券

多
く

合
才

Fう

ア 切
ナ 糸

コ 転
ヨ 同

転 ‥

回 面
‥ 外

部 部
膠 一 氏

釜
山

:淡
橙

褐
色

何
1/

-4
LL

V-
1-
1

砂
レ
キ

2

口
縁

は

'底

部
か

ら
外

イ頃
し
、

僅
か

に
外

反
し
な

が
ら
伸

び
る

長
射

や
や
粗

(l
 m
m程

度
の
右
英

。
長
る

。

黒
色
粒

。
赤
色
粒

を
多

く
含

む
)

床
部

:凶
監

ヨ
コ
ナ

デ
底
部

外
面

:調
整

不
明

回 面 面

ハ 内 肝

淡
買

偶
也

暗
褐

灰
色

未
梱

御

的
1/

JA
NN
一

LL
ミ
Pn
l

rl
h型

で
扁

半
な

個
杯

長
野

や
や
狙

(l
 H
ll
l以

下
の
る

天
。
長

る
を

多
才

,ヽ

応
部

:回
弘

ヨ
コ

ナ
デ

蕉
獣

組
而

・
M諄

玖
柚

h
釜

回
:明

奄
褐

色
的
4/

垣
代

-4
」
AM
-2

ll
ll

V-
4-
む

砂
レ
キ
A

日
稼

`よ

底
司

`つ

リゝ
タ 牛

4唄
し
、

4望
ρゝ

に
内
彎

し
な
が

ら
伸

び
る
。

口
縁

端
部

で
は
外
反

す
る

晋
適

船
(∪

om
m以

卜
t/
74
E央

・
長

4H
・

亦
出

位
を
含

む
)

体
部

:回
転

ヨ
コ
ナ

デ
底
部
外
面

:回
転

糸
切

り
証
血

:明
褐

色
新
面

!淡
褐

色
何
4/
b

2t
野

己
-1
3廻

曽
不己

」
A―

b-
1

lT
tt
ll
l

V-
1-
1

歯
称

レ
キ

氏
部

の
形

状
は
不

明
や

や
艮

婿
欲
7(
0 
5m
m以

卜
の

右
央
・

長
右

を
傲

雲
合

′
,ヽ

稼
封
6:
ヨ

ヨ
ナ

デ
画 面

表 炸
暗

黍
褐

色
泌

想
缶

御
1/
6

Z世
紀

～
1も

世
糸
じ

-4
JA
L―

皿

SR
01

口
縁

は
履
ヨ
`か

ら
タ
トイ
唄
し
、
僅

力
ら

に
内
彎

し
な
が

ら
伸

び
る

や
や

小
捜

酪
(砂

粒
は

ほ
と
ん

ど
含

ま
な

モ
添
封
`:
回

弘
ヨ

コ
ナ

デ

内
面

底
部

!不
定

方
向

ナ
デ

嘘
報

外
耐

同
妹

糸
切

り

釜
幽

:褐
狭

色
lr
N」
1/

[じ
T傘

じ
～

1り
I「

傘
E

-4
(

JA
」
-1

皿

QP
nl

頭
部

は
指

ナ
デ

で
、

上
げ

ほ
と

な
る

~へ
´

Ⅲ
怯

同
縁

部
lt
猟

歴
す

る
晋

遍
密

(l
 m
m以

下
の
石

英
・

長
石

を
優

か
1こ

F】
才

rⅢ

口
縁

罰
仁

回
嗽

ヨ
コ

ナ
デ

虚
鉛

l
蒜

 
キ

ギ

色 角
鴨 梧

狭 搭
淡 渉

回 而
器 内

衡
1/
6

16
世

糸
三

嶽
再

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
寸

(c
m)

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
胎

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

口
径

36
凶
-1

rA
l-
1

席
Bl

い
型
蔓

SR
01

口
縁

端
部

は
恒

か
に
土

縁
杖

を
呈

す
民

好
壁

椒
首

遵
(■

つ
nl
H 
J/
x「

の
長

4E
°

4f
災

・
幕

色
粒

を
含

む
)

全
画

:回
転

ヨ
コ

ナ
デ

画 面 雨

邪 内 新

暗
余

褐
色

暗
紫

褐
色

紫
tl
Si

上
半

部
1/
6

と り
氾
ビ
希
巳

購
前
焼

V・
Ⅵ
期

PA
H-
1

雨
日1
'天

召

SR
01

砂
レ
キ
Z

口
縁

端
部

は
外

lA
lに

折
り
返

し
て
、
玉
縁
状

と
す

る
艮

好
壁

徹
首

迎
(D
41
1n
tt
「

t/
」
亦

巴
卍

°
長

4E
l・

石
英
等

を
含

む
)

全
血

:回
転

ヨ
コ

ナ
デ

表
画

:暗
繁

T4
H色

新
面

!淡
灰
褐
色

～
暗
紫
帽

名

口
豚

端
司
も
の

一
部

とり
王
ビ
冷

EI

隋
前
焼

V・
Ⅵ
期

-3
Γ
AH
-6

爾
骨1
1入

省

い ］
平

底
の

辰
部

民
好

登
檄

首
迎

く
Z 
Hl
n塚

「
の

長
4E
l・

41
1ス

寺
τ

含
む

)

全
血

:ナ
デ

外
画

:暗
赤

禍
色

内
面

:暗
紫
褐
色

断
面

:黒
褐
色

～
暗
赤
褐
色

囁
部

の
一

部
と り

卍
ビ
希
巳

隋
前
焼

V・
Ⅵ
期

-4
1｀
Aは

-1
爾
RI
 t
撮

剛

苗
み

レ
キ

摺
日

の
間

隔
が

離
れ

て
い

る
罠

射
菌

(l
 m
m以

下
の
石

央
・
長

石
を
含

む
)

外
山

:ヨ
コ

ナ
デ

内
面

:A
 t
tθ

,卜
の

摺
日

を
入

れ
る

御
色 灰

火 穆
嗜 渉

画 面
表 新

囁
部

の
一

罰
`

14
廻
ピ
不
亡

階
蔀

樺
Wd
IH



第
12
1表

・
西

川
津

遺
跡
V区

出
上

。
中
近

世
陶

磁
器

観
察

表
(2
)

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
 

位
硼 一騒

形
態

文
様

の
特

徴
焼
 

成
上

調
整

色
調

残
存

度
備

考
□

86
凶

-5
PA
A-
1

吾
花

。 皿
V-
4-
3

SR
01

砂
レ
キ
Z

内
画

見
込

み
甲

天
に

は
化

弁
又

を

配
し
、

周
辺

に
唐

草
文

を
描

く
。

力
〈
P=
′
十
傘臣

引庶ヽ
ア
メ 学
�

FI
マ
■

貝
好

壁
檄

傲
密

伯
薬

は
や
や
膏
灰

色
を
三

し
、

彩
色
罰

`
分
は
に
ぶ

い
暗
青
褐

色
。

胎
土

は
白
色

で
あ
る
。
表
而

は
二
次
焼
成

を
受

け
る

医
部

の
み

16
世

紀
第

3四
半

期
上

田
A―

I類
皿
CI

言
伴
・

IW

SR
01

局
a何

遅
は

無
相

胎
土

目
罠

好
雷

(l
 m
m以

卜
の

長
る

を
優

か
に

含
む

)
口
縁
ヨ
`
:回

転
ヨ
コ
ナ
デ

底
部

:削
り
出

し
高

台
砲
柚

部
分

:外
曲

は
狭

褐
色

内
面

は
茶

褐
色

任
釉

部
今

:沐
活

楊
御

御
1/
4

lr
世

紀
初

唄

「
AC
-1

罵
晨

`漕
14
V-
4-
3

SR
01

潮
、

1フ
エ
7

島
台

付
左

は
無

粕
駐

好
笛

く
∪

DШ
nt
t「

の
4E
只

°
長

IE
lを

住
〃
ゝ

に
含

む
)

口
稼

首
`:
回

転
ヨ

コ
ナ

デ

底
部

:削
り
出

し
高

台
施
和
部

分
:淡

貢
緑
褐

色
無
釉
部
分

:淡
灰

白
色

肉
面

1■
本

想
缶

ほ
ぼ

冗
形

lr
ど

4こ
例
取

(唐
津
の
可
能
性

も
あ
り

)

第
12
2表

。
西

川
津

遺
跡
V区

出
土
・

土
錘

観
察

表

挿
図
番
号

分
類

番
号

器
種

層
  

位
寸

cm
ノ

71
イ
ス

形
態

文
様

の
特

徴
焼

成
ム ロ

土
調

整
色

調
残
 
存
 
度

備
考

tj
O鬱

御
~

万
錘
形
土

傷
鬱
こ
升
多
マ
F子

し
が

率田
ヽ

や
や

艮
好

匿
(0
 5
mm
以

卜
の

右
英

。
長

右
・

赤
色

貯
を

樽
か

に
合

む
う

全
山

:ナ
デ

表
向

:淡
炊

禍
色

ほ
ぼ

元
形

KA
A-
1

求
状
土
鈎
V-
1-
2

砂
レ
キ

3

啄
】大

で
孔

が
や

や
大

き
い

旨
遍

∵
マ

租
く
Zm
以

ド
の

長
ね

°
ね

ス
尋

奉
ゃ

ゃ
宏

ど
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第 127表 。西川津遺跡 V区出土

旧石器観察表 (黒曜石以外の材質・

・ 石器観察表 (1)

可能性のあるものを含む)

黒曜石製楔形石器観察表
さ×幅×厚さ(cm

-4-1砂 レキD l馬 × 23× 1

忍形 易 V-4- 〉レキと
｀

16も 6 2× 28× 15
V-4- レ キ ×18× 08イrb 石

V-4-2 〉レキF 夕5β 19馬 ×lA馬 ×

非掲 載 樫 彬 レキじ 295× 202× 0575
「
果 V-4- ×17b× 86 石

黒曜石製スクレイパー観察表

隈杏号 × さ(cln 材

ス ー ス ク レ イ V-1- レキD ×

ス ー スクレイノヾ― V-1-1 レ キ 210」

スー 3 スクレイノヾ― V-4- レキA )8× 46× 166
聖
ヽス ー スクレイパー レキF 541J × ×1電

ス ー 島 スクレイノヾ― 〉レキF
ス ー 6 スクレイノヾ一 V-4- レキ」 50× 462× 085

雫ス ー スクレイノヾ― レ キ 4 ×559〉<138b
スー R スクレイパー RR× 37×

テF掲載 スクレイパー レキ2 〕3× 199× 068 ‰
一妬非掲 載 ス ー スクレイノヾ― レ キ ×176×

lA図 -lf ス ー スクレイノヾ― V一 -1 砂 レキ 10× 29×
ス ー スクレイノヾ― レキD 29× 453×

載 スー1ど スクレイノヾ― V-1- 44も ×324× 161b
スーlJ スクレイアヾ一 V-4- × ×

ス ー スクレイノヾ― V-4- 〉レキ」

載 スー16 スクレイノヾ― V-1- レ キ 38× l bb×

ス ー 1 スクレイノヾ― V-4- レキF 1× × 0

ス ー スクレイノヾ― V-4- レゝキF
夕F掲載 スクレイパー V-4- 134t 40× 32× 1045
38図 -1て

非掲載

スーZt スクレイパー V-4- 1× × ユ 員ミI

スー21 スクレイパー )レ キE 7兄 ×232× 07Я

スクレイノヾ― レキE 26× 233× 07
スクレイノヾ― V-1- レ キ ×22× O bl 1妬

黒曜石 2次加工剥片観察表
種 出 十 層 付 富 量 (g 侵 さ ×隅 ×厚 さ (cn, 石 材

二 r/X万□上 V-1- 〉レキn 130馬 15× 702× 1905 黒 曜石

二 次 SR01 Rハ ×R烏 ×1

二十 3 二次加工 レキ13 12U 3υ 3× Z r3× l zbu ミ曜石
罠曜石二次加工 V-4- 砂レキT「 13 0× 319× 091

非掲 載

二次 V-4- レキ」 l A2× 身lA× 101馬

二十 6 二次加工 V-4- レキE 〕62× 31× 094
二次 レキn 0× 448× 176b

二-8 ― な V-4- レキF 為

i掲載 阿
~「 V-4- レキ」 126Z

黒曜石 石核観察表

番号 台帳番号 種 調 食 膝 材 偏 考

色核 V-4-1 レキD 2× 44× 377b
結十混 レキ R749 19× 兄9× 34

非掲 載 蔚 石 V// V-4-1
V-4-1 レキD 1950 8Ь ×267× 2 4υ b 石

1核 V-4-2 妙 レキE Rl RF 73× 51× 2105

掲 重 石 核 V-4-1 4も 4七 455× 408× 2240
了核 V-4-2 Z〉く2も U〉〈144U 黒 曜 石

核-8「/4核 V-4 21 妙 レキF 246η 194〉〈R48〉<227
示 核 V-4-1 レキB 166イ

V-4- 95× 183× 14υ 0 黒 曜 る

磨石・凹石観察表
種 出 十 菫 量 (g) 侵さ×甲昌×厚さ(cn, る 橋 考

勢 為 地山上
SX01中

4701 6× 108× ディサイト■右

タ 六面 問万 υ40bと 134× 84× 58 ディサイ ト

二面 凹 石 V-1-2砂 レキ3 ;も ×r2× 36b 玄武 岩

V-4-1 8× 72× 3685
蓉 后 2641( 輝 股 井

黒曜石製石鏃 観察表 (1)
権 ×巾邑× A( る     材

A-1 石 I

レキA 0× 28× 0 票曜 石 」丞二
略五ヂV-1-3 砂レキn 1× 19×

レキ」'

載 A-4 レ キ ×(Z Zt

三角 形・ 平 基 試V-1-3 1× 22×
V-4- SItUl

V-4- レ キ Zb× lЬ ×

―-158-―



第128表 。西川津遺跡 V区出土・ 石器観察表 (2)

黒曜石製石鏃 観察表 (2)
台醇番号 種 調 含 應 さ × ×∫阜さ(clll)

A-8 百鏃 V-1-1' ♭レキ2 ×0馬 1ま tF

A 缶錬 V-4-3 17)× 0425 Ⅶ 兵

V-4-1 レキD ×144× 04 黒曜石

非掲 載 V-4-3 レキA 172× 17× 雲曜石
A 占録 V-1-1, 佃砂

V-1-1 )レ キ2 l 03× 041b 票曜石 平基 式

V-1-2 レキR × 1 × 黒曜石
A b 占飯 V-1-2

V-4-31 レゝキY ZU,× 15,× 043b Wl妥 ιk tr

帥 V-4-2 レキF 1× ×

A J鋭笑 V-1-311 砂 レキ C 2R馬 う×

V-4- )レ キB (1∠ bX03も b 午齢 々 椙 ^問 兵

鱗 V-4- レキF × 1 ×

`ま

fぎ

J隻力集 V-4-∩ ▼歩レキV 13馬 )×

鏃 V-4-3砂 レキ Y 17× (11)× 0155 一 聴 択

鱗 V-1-2 111jIL「 6 × 1 里
ヽ

磨製石包丁観察表

板状未製品 観察表
さ×甲昌×厚さ(cm

被 状 天 製 品 4× 41×
レ キ 12128 甲り層 ゐ り

V-4- レ キ ×br× uり あ b

磨製扁平石器 V-1- レ キ 7× 457×
ぢ7 V-1- )レ キE 鼠岩 単

一磨製扁平石器 V-1- 4も ,× (3U,× 03Z 交山岩 藝

)7図 -2 未製品 V-4- レ キ ×332× 淵もは ち矢き
レ キ り

レキD 12× 3U× U4Z 更岩 n

キ2 レ キ ×78× 1 研

砂 レキ lR馬 5,

レキD ,r× r6× 94 更 RT肩 演

芙 レ キ ×55× 部な し。刀日上猥なし

V-4-1 砂レキR 94夕 )× (RA馬 )× な

レキ」 52× 36× 03 RT痛な

芙 V-4- レ キ 74× 50× 刃部 な し。 力日工 痕 な し

― ユ 石網 RX∩ 1 IR AF 101月 ×4865×

打製石包丁・石包丁素材観察表
調 査 区 出 十 辱さ×隠×1星 さ(cm) 材 偏 考

1編硯 丼レキ」 8037〔 ×71× >希 紺 岩

I∩nttB__9 子牟■
~

材 V-1- レ キ 1379電 縁 辺 を設u離

素 材 V-1- 少 レキ2 31ク タf ×68×
素 材 V-1- 3178( 161× 52× 縁 37J凄 却 離

藻 V 1曙∫火秘 2969t 1× (6b)× 渚 ～頁 岩

『す』衷 ×543×
TT裂 包 」 V-4- 〉レキD >希紋 君

lT V-1-
,V -6 7 丁製 石 包 丁 V-4- レキF ×66×

FT製 V-4- レゝキЬ 1856C ×6A×
T輿為何T V-4- レキⅢ

｀
1666イ

非掲 載 打製 石 包 丁 V-4- レキ刊 10857 × 1× l

lT製 右包 I
)レ キD 17469 1岩 >τ I「 岩

理 る包丁 V-4- レキX lb1 6イ 〕4× 62× 19
非掲 目 rT製石 包 丁 V-4- レキF 104× 63× 10 未製 品

)レ キF 109× 70× 11
梨 2404t 115× 69× 19 輿 吊

イ打型万旬T】 V-1- 100× 43× 1185
昇FfEI載 )レ キF R〉くR3R× 端 の み 媛 扉

簾
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第129表・ 西川津遺跡 V区出土・ 石器観察表 (3)

大型蛤刃石斧観察表 (1)

環状石斧 観察表
面番 手 3帳番号| 舅土 層 位 さ × ×厚さ(crn

1  1打製 斧 V― -1 /Fm砂 25001 舞

レキC ,r,× (1 武

R    I歴輿王 V-4- レ キ ×

石剣 。石支観察表
含 区

レキと
｀

,× ,× 山 刃郡 は打 ち欠 いて い る

V-1- × × (サ ヌカイ ト てfヽ

V-4- 砂 レキ A lJ ×36× 1

V-1- lr 6t × (

石製紡錘車観察表
さ×隅×厚さ(cm

錘 車 V-1- 261F
V-1- レキD 6b lと 更岩 未穿 子L

V-4- レ キ ×

踵 車 〉レキィT ↑R× OR馬 がメ!ヨ

`】

犬子こfA‐ る

V-4- 百

打製石斧観察表
穂 出 (g) 岳 さ×唱×!阜 さ(cn i 材 偏 考

非掲 載 1 石 斧 馬馬1 0f 44)× 10× 23 ∃
`貨

ヤ営

∪凶
~1 V-4-1 lυU 6 120× 7505× 2165

団ヽ _1 レキ
「

107× 67× 191 玄武 寿 J淵

`は
れ升磨さオ■る

90区 3 4 る 斧 ♭レキA R91 R 67馬 ×75× 27 ディサイ ト<希鱗

V-4- υυ 42 79)× 65× 1175 を III夕 ■? 裏Xの み 磁 海

4 V-4- レキB 12986+ 8 ×b Ь3b× 179b 剖

`の

み

5 丁製 石 斧 ♭レキク 2233i
3344涯

38馬 ×fD馬 ×1 7

-2 8 SItUl 155× 6375× 24 流 紋 岩
9 V-2- 1890i 12× 617b× 1 3υ b 一』婢 製

打 型 石 V-2- Rヽ0 141× 77× 2195
斧 )レ キ2 2029を 10Ⅲ ×87× タタ9

)レ キ3 lb6 9( lb× 6U4× 2 1Zb E蚕正 申 間 で くひ れ る

磨製片刃石斧観察表
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第130表 。西川津遺跡 V区出土・ 石器観察表 (4)

砥石 観察表
種 長 さ ×唱 ×厚 さ (cm)|  る     材 偏

為 V-1- 1061 21× 42× 267 υ

０‐図．一叫
概 万 V-4- 241 01

`∩

5Ⅲ ×42～ 馬3× 43～ 4R 秒

拭 る )レ キA 72)× 61× 11-14 砂 岩 2面研 )

依 瑞 40895 4× 75× 38
LUl睦證 は る レキR 7493 1馬 馬×622× 馬Rl馬   1潟封火丼

ドレキ3 1岳 9,馬 1× 31× 38 紺

456081 105)× (83)× (315)
∩11叉I― V-4- レキF 479馬 AI 107)× 117× &A 【石 角梓 の うち

V-1-3 砂 レキE 158)× (578)× (4625)玄武岩
V一 一 ユ 238)× (98)× (968)1玄武君

第131表・ 西川津遺跡 V区包含層出土 。黒曜石統計表

ランク(g) 個体数 (個 ) 総重量 (g)
7542

1 23416

2 62896

35679

37241

38241

7 43482

8833

33089

11

26232

27059

33517

11 17091

8 13118

19184

9 16641

6 11601

9 18505

17105

5 11208

5 11858

4

3 7615

5 13276

2 5498

1 2803

0 0

9126

5 15741

3 9821

10143

2

1 3511

ランク(g) 個 体 数 (個 ) 総重量 (g)
1 365

0 0

3 11567

1 3999

1 4071

0 0

2 8536

0 0

0 0

1

0

1

0

0 0

0

0 0

2 10498

0

1 5462

0

1

1 5741

1

1 665

1

と 9039

2 18529

2 20349

1366

2423

4223

85218

129202

2 331104

総  計 692742
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第132表 。西川津遺跡 V区出土 。木製品観察表

挿図番号 凋 査 区 層  位 種
寸  法  (cn)

樹  種 残存度 時 期 備 考
今 長 幅 厚 さ

102図 -1 V-1-2 署黍 褐 色 椎 ナ ス ビ形 三 X鍬 先 アカガシ亜属 基部のみ 4世紀以前 曲柄平鍬D式
笠部幅101卿

-2 V-1-3 砂 レキD ナスビ形鍬先 アカガシ虫層 先端 が一

転々 十目

5世紀後半～ 曲柄平鍬DI式
笠部幅10 7cm

-3 V-1-3 砂レキD ナスビ形鍬先? アカガシ中信 御1/2 袖柄 平 鍬 ?

-4 V-1-3 上層砂 r■合せ式鋤 権 定

20cm

アカガン艶雇 約1/2 bど 4El俊キ～ 鉄裂U形鋤先の装看痕跡鋤
身刃部断面 I式6角 肩 2種

-5 V-1-1 細 砂 木製 鋤 ? アカガシ亜雇 衡 1/2 来鋤DⅢ式の H」 能性百 り

-6 V-1-3 砂レキD オール状木製品
rfF n族、

基部のみ
残存

5世紀 後 半 ～

V-1-3 吹色 )レ ト 直伸一木鋤 アカガシ亜属 把手 は 1

/2欠損

5世紀 後 半 ～ 鋤身刃部断面 I式。U字型
鋤先を装着。角肩 2種

V-1-3 砂 レキC 八 枝 櫛 状 工 具 アカガシ亜属 歯の先端
は欠損

5世紀後半～ 柄は22× 14側 の長方形
曲柄又鍬の可能性もあり

-9 V-4-1 抄 レキD 直柄 又鍬 アカガシ亜属 歯の先端
は欠損

8～ 9世紀 歯は六枝に分かれる
孔径20× 15銀

-10 V-1-2 エブリ アカガン堂層 完形 8～ 9世紀 直柄横鍬Ⅲ式
方孔径は29× 3 1cm

108図 -1 V-4-3 砂 レキF 口未製品 誰
田

匡 栓 冗 形 4世紀 以 Bl
未製品か? 中央が貫通し
ている

-2 V-1-3 砂 レキD 一木直伸五又鋤 アカガシ亜属 把手の先
端は欠

5世紀 以前 種一肩丸
式

鋤身刃部断面 Ⅱ

V-1-3 砂 レキD 不明木製品 一部 の み 5世紀後半 斜行する繰り込みを持ち、
他部材と組み合わせる

-4 V-4-1 砂レキC 腺不 IIR部材 26～ アカガン亜層 ほぼ完 形 5世紀 後 半 か式士かけ ?
-5 V-1-1 羽途 小 明木裂 品 ス ギ 8世紀 以 降 木川 氏 分 類 Ⅲa式

-6 V-1-3 砂 レキD 不期木 裂 品 一部のみ 5世糸R後半 撻 の度 を巻 きつ け る

-7 V-4-2 暗灰 粘 火鎖 日 ス ギ ξ用材 5C前半 以前 膊用釉,4カ 所ハ未使用乳,1カ 所

-8 V-1-3 砂 レキD 藤状木 製 品 7～ 9そ ス キ 両端は欠
損

5世紀後半 l cm弱 四方の棒状木製品

104図 -1 V-1-1 用途不明本製品 柄径

4〔

ヒノキ 端部は欠
損

9世凪 以 降 他 の部 材 と租 み合 わせ る

-2 V-4-2 暗褐色切レト 部 材 叶乗樹 端部は欠
損

5世紀 後 半 ～ 帖部 に円子しを持 つ

が らみC 躍 (掘 り棒 う 1 アカガシ亜拝 1ま ば 5世紀 後半 ～ 両径 24～ 3 0cm

-4 V-1-2 l■ 砂 天秤棒 31
～,R

ヒノキ 端部は欠
損

5世紀後半～ 端部は切り込みが入るが、
全体の反りとは逆になる

-5 V-4-2 嗜偶 也

階警 シル ト

円途 小 明 品 529 スギ 完 形 5世紀後半～ 両端をカットして丸 くする

-6 V-4-2 着褐 色 粘 土 酎
`布

オ 汁葉樹 先端が一
部 々 椙

5世紀後半 端部はタト周からカットする

-7 V-4-2 抄レキF
llMI I Iト

部材 材 IX■ ヒノキ 元 形 5C以前 棚か経巻具などの部材
両端に繰り込みあり

-8 V-1-2 暗灰粗砂 陵槌状木製品 ツバキ 価の先端
は欠損

陵槌 A。 杓 径 28伽

V-4- 砂 レキJ 力B工の あ る板 材 ヒノキ 5世紀 ～ 供 り込 み の あ る板 材

レキ(

'B工

のある板材 ス ギ 5世紀 後 半 ～ 保 り込 み の あ る板材

署)火 シル ト Eの ある枚材 ス ギ 一 湖域 有 9C以前 保 り込 み の あ る板 材

-4 V-1-1 ス ギ 脚は完胞 案、椅子などの脚と考え られる

-5 V-1-3 砂 レキE 不明本 裂 品 27{ 183 ほぼ完形 5世紀以降 たたりの台部 ?
中央に長方形孔がある

-6 V-1-2 陽灰 細 砂 くり込みのある板材 アカガシ 岳方 形 の繰 り込 み を持 つ

-7 V-1-3 砂 レキA 小明本製品 と 一部のみ
残存

5世紀以降 台形状を呈す

-8 V-1-3 砂 レキA 不明木製品 95
～8.5

冠形 5世紀 以 降 円筒状材を頂部から4方直
に削ったもの

-9 V-4-2 砂 レキF 田検 /rk日 日大 製 品 ス ギ 一部 残 存 5世紀 以 降 lI日 被

レキD 田検 ス 田 編 紡 166 針葉 樹 一部 残 存 5世紀 以 降

-11 V-1-1 昭途不明木製品 ク リ 柄の端部
が欠損

舟食虫による孔多数。断面
三角形

106凶 -1 V-4-2 暗褐 色 粘 土 阪 日材 ス ギ 先端が一
絋 貨 椙

5世紀後半～ 建築部材?
端部に半円形の繰り込み

-2 V-1-2 率田猛少 用途 不 明木 製 品 ヒノキ 2カ PTTに穿子|,有 り

-3 V-1-1 細 砂 用途 不 明木 製 品 28〔 二 葉 松 鞄 書形 12～ 13世 ネP 3カ 所 に鉄 状 の鉄 が残 る

-4 V-4-1 砂 レキC 用途不明本製品 1 コナラ節 先 端 が 一

部欠損

3～ 9世紀 以 降 人形代状に両端から繰り辺
みをいれる

-5 V-1-3 砂 レキD 円途不明木製品 ス ギ 先 端 が 一

部欠損

5世率E以降 人形代状に両端か ら繰 り込
みをいれる

レキA 田検 ス 田 大 割 阜 アカガシ亜拝 完形 8～ 9世紀 以 降 笏状 木製 品

さび状 木 製 品 ヒノキ 完形 5世紀 前 半 以前 先端 はヘ ラ】犬に率曰くな る

V-1- 晋狭 綱 砂 曲物の底 離
蜘

ヒノキ 約1/2 8～ 9世紀以降 (曲 物底板周縁部形態はE)
3寸規格

-9 V-4-3 抄 レキB lI日 板 材 ス ギ 約 1/2 8～ 9世糸R以降 肝敷 の底 郡 ?(釘穴 2カ 所 )

-10 V-4-1 砂 レキB 曲物 の底 の部 材 l 計葉樹 約1/5 9世紀以降 底板 5枚で構成される2尺
規格の曲物底の一枚

-11 V-1-2 砂レキ3 用途不明木製品 一 部 の み

確 左

5世凪 後 半 ～
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1.西川津遺跡
2.原の前遺跡
3.タ テチョ遺

跡
4.島根大学構

内遺跡
5.散布地
6.散布地
7.貝塚遺跡
3.橋本遺跡
9.柴遺跡
10.堤廻遺跡
11.山 崎古墳
12.柴古遺跡
13.住吉神社裏

古墳
14.金崎古墳群
15.馬込山古墳

群
16.大内谷古墳

群
17.貝崎古墳群
18.福山古墳群
19.馬込山古墳

群

第 1図 西川津遺跡と周辺の遺跡
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第 2図 西川津遺跡・ 調査地周辺図 (S=1/3,000)
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第 3図 松江市北部変遷図 1(S=1/50,000)
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第 4図 松江市北部変遷図 2(S=1/50,000)
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V― B区 (西川津遺跡Ⅳに掲載)

II

第 5図 調査区配置図 (S=1/400)
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第 6図 調査後地形図 (S=1/400)

―-168-―

コンターは砂レキ除去後の泥層上 (10cm)
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Y=82,790,000

Y=82′ 800,000

Y=82,810,000

V-4-3区
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0は木杭の位置を示す
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８

８ヽ
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■
∫■
二

耳

第 7図 SR01平面図 (1/500)
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